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生
活
実
態
調
査
に
つ
い
て
（
国

鉄
労
働
組
合
）
冊
子
が
完
成
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
２
０
１
３

年
度
家
計
簿
調
査
「
感
想
・
意

見
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
も
の

を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
勤
務
関
係
者
よ
り

●
今
年
の
４
月
よ
り
子
供
へ
の

仕
送
り
が
始
ま
り
毎
月
赤
字
の

状
況
で
す
。
学
費
や
自
動
車
保

険
、
税
金
、
毎
月
の
赤
字
分
は

ボ
ー
ナ
ス
及
び
預
貯
金
で
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
。

●
子
供
の
仕
送
り
が
無
く
な
り

少
し
は
楽
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
は
家
の
修
繕
等
が

か
か
り
そ
う
で
す
。
４
月
か
ら

は
消
費
税
増
税
、
給
料
は
上
が

る
予
定
が
な
い
。
今
、
何
と
か

生
活
し
て
い
る
の
は
健
康
で
働

け
る
か
ら
と
思
っ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
生
活
出
来
る
世
の
中
に

な
る
の
が
一
番
で
す
。

●
今
、
教
育
費
が
一
番
か
か
る

の
で
す
が
、
５
５
歳
か
ら
お
給

料
が
下
が
っ
て
大
変
で
す
。
貯

金
を
崩
し
て
の
生
活
で
す
が
、

そ
の
貯
金
も
底
を
尽
き
ま
し
た
。

●
子
供
達
は
成
人
し
た
の
で
一

安
心
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
度

は
自
分
た
ち
の
医
療
費
や
親
の

介
護
等
の
支
出
が
多
く
な
り
、

こ
れ
か
ら
不
安
で
す
。
改
め
て

使
い
方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
毎
月
々
ギ
リ
ギ
リ
生
活
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に

食
費
を
切
り
詰
め
て
い
ま
す
。

●
も
う
少
し
食
品
を
減
ら
す
努

力
を
！
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労
働
者
の
平
均
年
収
は
１

９
９
７
年
を
ピ
ー
ク
に
59
万

円
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
年

収
２
０
０
万
円
未
満
の
人
が

１
０
０
０
万
人
を
超
え
、
低

賃
金
で
不
安
定
な
非
正
規
雇

用
が
４
割
近
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
「
貯
蓄
な
し
世
帯
」

は
３
割
に
。
生
活
保
護
受
給

者
は
２
１
５
万
人
に
の
ぼ
り
、

就
学
援
助
制
度
、
奨
学
金
の

利
用
も
増
え
て
い
ま
す
。

非
正
規
雇
用
の
拡
大
と
賃

金
下
落
は
、
生
活
苦
を
ま
ね

き
、
消
費
は
冷
え
込
み
モ
ノ

が
売
れ
ず
、
物
価
は
下
落
し
、

さ
ら
な
る
賃
金
引
き
下
げ
が

お
こ
る
。
「
賃
金
デ
フ
レ
」

の
悪
循
環
が
長
引
く
不
況
の

原
因
で
す
。

雇用・く
らしを

守れ

社会
保障

の充
実

国
労
本
部
は
２
０
１
３

年
度
「
賃
金
と
生
活
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
（
２

０
１
３
年
８
月
２
５
日
〜

３
１
日
）
及
び
「
家
計
簿

調
査
」
（
２
０
１
３
年
９

月
分
）
を
行
い
冊
子
を
作

成
し
全
組
合
員
へ
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

新
賃
金
引
き
上
げ
と
そ

の
根
拠
か
ら
の
項
目
内
容

は
、
延
べ
約
１
万
５
０
０

０
件
の
回
答
が
あ
り
、
１

万
円
未
満
〜
２
万
円
ま
で

は
減
少
傾
向
に
対
し
、
６

万
円
以
上
の
要
求
で
は
１
・

６
％
増
加
し
て
い
る
こ
と

と
。
３
万
円
１
円
以
上
〜

４
万
円
ま
で
を
除
く
、
〜

３
万
円
、
〜
５
万
円
、
〜

６
万
円
の
項
目
全
て
で
昨

年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

集
計
さ
れ
た
２
０
１
３
年

度
平
均
要
求
額
は
５
万
８

０
１
５
円
（
昨
年
比
５
７

４
１
円
増
）
の
結
果
と
な

り
、
年
々
上
昇
傾
向
に
あ

る
と
言
え
、
生
活
改
善
課

題
は
、
「
安
心
し
て
生
活

が
保
障
さ
れ
る
賃
金
を
」

と
取
り
組
み
強
化
が
求
め

ら
れ
ま
す
。


